
llIlll北小学校

「心豊かにいきいきと学び合う子どもの育成」

～自分の役割をプロデュースする活動を通して～

主題設定の理由

本年度，’'1梨ﾘiL金融広報委員会より，「金銭教育ｲﾘ｢究校」を委'隅された。「金銭教育」

とは「ものやお金を人切にすることを通じて，お金や労働の価値を知り，感謝と自立

の心を育てることによって，人'''１形成の土台作りを|=|指す教育」である。

「金銭教育」のｲﾘﾄ究に取り組むにあたり，学校教育'三1標，ｉﾋﾋ会の要請，了どもの実

態を鑑み，また，これまでの研究の成果を踏まえ，

○キャリア教育の推進

○学習環境の構造化，教室iiiii[Iiの鱸(ｌＭｉ

Ｏ授業における言語活動のＩＭｉｌ（１１|ﾐｲ'三までの狡'人1ｲﾘ｢の発展）

という３つのｲ};をもち，研究を進めていくこととした。
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研究仮説

多様な集'111のIlJで，そこにふさわしい役割を'二|ら選択・決断し，行11ﾘ｣する経験を積

み重ねることによって，子どもたちのキャリア発達が促されるだろう。

【|と|立には，多様な仲間との雌|i｣|体験が必要である】

人は社会|`|(｣な動物であるから，人の成長には||糊Ｌて遊ぶこと（ギャングエイジ）

がイ<可欠である。成長するにつれ，集団でのルールを知り，’二l己主ﾘI§をしながら他

者の主張にも耳を傾け，多様な弩え方やふるまいﾉﾉや妥協の手段を体験しながら'二１

分を知り，様々な人々の存/ｌｉや共存関係をＥｌ１/Ｗできるものである。

【人は，’二1分lfI身の発達のプロデューサーである】

人は牝illiの''１でのさまざまな役１１;'|を全て1両|じように果たすのではなく，その'１苛々

の自分にとっての重要性や意味に応じて果たしていこうとする。それがｒ１分らしい

唯き方（ライフスタイル）であり，社会における'41□の市場に応じた役割を選択し，

それを果たすことを通じて，「'４１分と働くこととの'111係付けやIillilll〔観」（キャリア）

が形成される。このようにして，｜と１分に期待される複数の役割を統合して|］分らし

い生き〃を展望し，実現していく過程がキャリア発達である。イ･どもにはイ.どもと

しての社会やロ己のとらえﾉﾉがある。

【キャリア発達は，、己理カギ・lLl己決定.ｎ己統Ili'１とコンピテンスの形成過程である】

ある'1キ1り|における自己EMi1・lLl己決定・’二|己統Ilillと，それをiInして形成される有

能さ（コンピテンス）が，次の時１０１のそれらの」![礎となり，更にその後の段|燐へと

続く。’二|己j111解・［1己決定・ＩＩ１Ｕ統制は，社会認i識と|当l己認撤の発達に基礎づけら

れている。社会をどうとらえ，その'１１で自分をどうとらえているかが|}{l題である。
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研究内容

・キャリア教育の推進。
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①キャリア教育とはどのような教育１１剛jであるかを共通理解する。そのために，識

師を招IlWして，２回の学習会を行った。

②本校のイ･どもたちの突態をllIiiまえて，どのような力や姿をﾉﾘ|符するかをIﾘ|砿にす

る。そのために，３イＭﾐ以」二で，キャリア発達アンケートに取り組んだ。

③！〕11<E行っている学習や活動を，キャリア教育の視点から児11』I:し，位置付ける。そ

のために，随'1J｢，学習における子どもたちの姿を記録し，それを反映させたカリ

キュラムを学イドごとに作成した。

④「北小蝶大豆プロジェクト」と越し，黒大豆の栽陪を全校で行った。体験その

ものや具体的なiWiililjの中での話し合いを通じて，１全Ｉらの考えを深め，自主的に行

ｌｉ１ｊするノノや問迦解決能力，人'１M関係を形成する能力やコミュニケーション能ﾉﾉを

身に付けるなどを活仙の|=|標とする。６イ|ﾐ生は，収扁雌したものを資本に，会社を

立ち上げ，地域の販光所で販売するなどの活1li1jに取り組んだ。

２．学習環境の'1W造化。

①「場のWli造化」「lljll激１１ｔの訓蜷」「ルールのIﾘ1Wiii（化」に!('１つた環境づくり。そのた

めに，教索前iiiiの掲示物の取り外しと，授業の流れが一'三|でわかるためのインデッ

クスの作成をした。

２．授業における言語活動の重;視。

Ⅳ、研究方法

.－人一実職。

・授業研究は，

全員が実践提案していく。

２本。授業研究１４イFliilルI澄人教諭

授業研究Ⅱ６ｲド雨宮正教諭

道徳

総合的な学習

Ⅵ．研究の成果と課題

○今年度の研究を通じて，キャリア教育は避けて通れない価城であり，金銭教育も学ば

せるIillillllIがある内容であることがわかった。

○キャリア発達アンケートの実施・分析により，本校の子どもたちの実態が分かり，子

どもたちの課題から実践をスタートさせることができた。

○￣・つ－つの活1k)'・行z'7．取り組みについて，７･どもたち一人一人が「私は～をやる」

という']標．見通し゛目当てを持てるようにするなど，教,iiliがキャリア教育の視点を

もって桁導することで，これまでと同じ教育１１剛jにキャリア教育としての意,!'ﾐを力,,え

ることができること，またそれらの緑験は積み-Ｌげていけることがわかった。

○イ゛どもたちのキャリア発達が促されているかどうか，一人一人の子どもの姿を読み,,』（

っていくことに難しさがあった《，教niliの観察も根l処となるが，，4,分をプロデュースす

る活動であるから，子ども自身が自己の学習や活動を振り返り，自己評価させたい。

来年度はさらに，記録，ポートフォリオ等の,,j(り組みを行い，T､ども,≦,身がどのよう

に考えたかを表現させていくことを行いたい。

また，今年度，子どもたちが書いたものを残し，「比I鮫してみる」「発達段階に応じ

た'三|標（力）を洗い１１'す」等のﾉﾉ法も効果的であると考える。

（ｲﾘﾄ究二lﾐｲ胚才L}森真''1美）
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